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今回、第1回目にもかかわらず多くの参加者が集まりました。

デッドヒートを繰り広げたレース模様を特集。
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陸醒
レースの厨会式

全日チーム、総勢200人を超える参加者数が集まった。

しかし、この頃すでに西の空には暗雲が近づいていた。

小っぢゃいよなあ…

大人が乗ったらすぐにも壊

れてしまいそうな三輪車たち。

はたして、4時間もの間耐

え切れるのか。

1
0
月
2
6
日
（
土
）
　
午
前
日
時
　
天
候
‥
晴
れ
時
々
曇
り

遠
賀
町
で
第
1
回
目
と
な
る
三
輔
車
に
よ
る
4
時
間
耐
久
レ
ー
ス
が
開
催
さ
れ
た
。

1
チ
ー
ム
最
大
2
0
人
編
成
で
ラ
イ
タ
ー
を
交
代
し
な
が
ら
「
4
時
間
三
輪
車
を
こ
く

た
け
」
と
い
う
単
純
明
快
な
レ
ー
ス
だ
が
、
言
う
は
易
し
、
行
な
う
は
難
し
。

何
人
抜
か
し
た
か
分
か
ら
な
い

最
速
ラ
ッ
プ
を
た
た
き
出
し
た
レ
ッ
ツ

ゴ
ー
・
ガ
キ
ン
チ
ョ
チ
ー
ム
の
藤
本
健
忘

君
（
右
）
。
惜
し
く
も
チ
ー
ム
優
勝
は
逃
し

た
も
の
の
、
最
優
秀
選
手
賞
を
そ
の
手
に

し
た
。
か
く
い
う
私
も
2
周
す
る
間
に
4

回
ほ
ど
妓
か
れ
て
し
ま
っ
た
。

こ
れ
は
三
輪
車
実
行
委
員
会
で
の
会

話
で
す
が
、
イ
ベ
ン
ト
成
功
の
カ
ギ
は

体
力
よ
り
も
三
輪
車
の
耐
久
力
で
し
た
。

私
も
試
し
に
乗
っ
て
み
た
。
し
か
し
、

こ
ぐ
た
び
に
ギ
ン
ギ
ン
い
っ
て
い
る
。

し
か
も
太
も
も
が
ハ
ン
ド
ル
に
当
た
り
思

う
よ
う
に
こ
げ
な
い
。
改
造
し
て
も
、
キ

チ
ン
と
補
強
を
し
て
や
ら
な
い
と
、
過
酷

に
な
る
で
あ
ろ
う
耐
久
レ
ー
ス
中
に
壊
れ

て
し
ま
う
。
も
し
、
全
チ
ー
ム
が
リ
タ
イ

ヤ
し
て
し
ま
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
…
・
。

と
、
心
配
を
抱
え
な
が
ら
も
三
輪
車

4
時
間
耐
久
レ
ー
ス
は
始
ま
っ
た
の
で

あ
っ
た
。



鼠おんが三輪車4時間耐久レース

3（伽

やっぱりチビもぼ越かっ鳥・・・

必死にこいでいる大人たちを横目にスイスイと抜き

去っていく。5周6周は当たり前といった感じ。

茫芋学業撃三言普「二千二「

ミ縛≡…量董害∃陥tS罵i回的lSS 

ファイヤーファイターズ ��173用 

レヅツゴー・ガキンチョ ��131周 

祢 �岡レスキューサポートバイクネットワーク �131周 

4位 ��� �（のぼせ）もん �123周 

5位 ���漕ぐは縞目 ��111周 

6位 ���THE　TRiCYCLERACINCTEAM　jIレ長戸屋 ��94周 

7位 ��� ��94用 

8位 ���奥さん速達ですよ ��89周 

9位 ���フレンドシップ ��74風 

10位 ���遠賀町役場 ��67周 

11位 ���遠賀商学並保育クラブ ��（途中棄権） 

繭轟●－

頼もしい子どもたち

レースも中盤以降になると大人はくたばって

いた。が、一方の子ともたちは楽しそう。

4時間こき終え
ゴールする

ライダー
一見、優勝したよう

に見えるが、実は最下

位の役場チーム。

（途中棄権を除く）

見
事
優
勝
に
輝
い
た
の
は
、
遠
賀
郡
消
防
署
の
フ
ァ
イ
ヤ
ー

フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
チ
ー
ム
で
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

次
回
は
追
い
か
け
ら
れ
る
立
場
で
す
よ
。

両
の
た
め
雨
宿
り
に
勝
助
す
る

レ
ー
ス
中
に
中
断
せ
ざ
る
を
得
な
い
ほ
ど

の
雨
が
降
っ
て
き
た
。
天
候
は
ど
う
し
よ
う

も
な
く
、
計
3
回
の
中
断
。

し
っ
か
り
し
ろ
よ
お
！

普
段
の
生
活
で
は
た
ぷ
ん
有
り
得
な
い
こ
と
だ

ろ
う
。
大
人
が
子
ど
も
に
引
き
起
こ
さ
れ
て
い
る
。



皆さん釣れましたか

おんがふれあい釣り大会

国 年恒例のおんがふれあい
釣り大会が11月3日（祝）に西

川河岸で行なわれました。あい

にくの空模様でしたが、800人

を超える参加者数でした。各部

門の優勝者は次のとおりです。

○一般の部

鵜レディー・少年の部

F‾「T‾紅‾いつもゐりがとうございます
＿－i

遠賀町商工会チャリティゴルフ大会
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宮沢賢治の作品勧誘

圃　　　　朗読ボランティア　給の会立図書館で10月26日（土）に行なわれた「宮沢

賢治の世界」講演と朗読のつといにおいて、朗読ボラン

ティア緒の会の皆さんが「注文の多い料理席」「よだか

の星」の朗読を披露してくれました。本を読むだけでな

く、スライド上映や効果音をパックに、いろいろな小物

を駆使しながらの30分間は麗治の世界にどっぷりと浸

ることができました。

Cの4

四
月
9
日
（
水
）
に
チ
サ
ン
カ
ン

ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
遠
賀
で
、
遠
賀
町
商
工

会
主
催
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
大
会
が

行
な
わ
れ
ま
し
た
。
遠
賀
郡
内
の
商
工

会
が
地
域
の
ふ
れ
あ
い
や
福
祉
へ
の
貢

献
を
目
的
に
平
成
‖
年
に
発
足
し
、
遠

賀
町
で
は
2
回
目
の
開
催
と
な
り
ま

す
。
当
日
は
晴
れ
渡
っ
た
空
の
も
と
、

3
0
0
人
を
超
え
る
参
加
者
の
皆
さ
ん

か
ら
寄
付
金
を
賊
き
、
集
ま
っ
た
金
額

は
0
0
万
円
。
「
遠
賀
町
社
会
福
祉
協
議
会
」

「
四
方
の
里
」
　
「
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

さ
く
ら
」
　
の
3
か
所
に
寄
付
さ
れ
ま
し

た
。
今
後
も
永
／
ゝ
請
け
て
く
だ
さ
い
。



囲

心に屈性・からだで感動。
自然と共生・文化を拓く

第27回遠賀町文化祭

平和への苦い新たに

囲没書追悼式か細学校椀の感，脚。，＿掴，われ掴。
先の大戦から57年。たくさんの人たちが犠紬こなった後に今の平

和と繁栄がありますが、いまだに世界では紛争なとが絶えません。

遺族のみなさんや参列した人たちは、亡くなった人たちへの哀悼の

念を込めた献花で、改めて平和への誓いを新たにしていました。
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国
語
文
化
祭
が

日
月
2
日
～
4
日
の
3

日
間
、
遠
賀
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
と
勤
労

者
体
育
セ
ン
タ
ー
の
2

会
場
で
開
催
さ
れ
ま
し

た。

文
化
祭
は
色
々
な
展

示
作
品
や
ダ
ン
ス
・
演

劇
、
民
謡
な
ど
様
々
な

芸
能
活
動
を
発
表
す
る

場
で
、
ま
た
同
時
に
青

少
年
の
主
張
大
会
も
同

時
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

2
つ
の
会
場
で
は
芸

術
の
秋
を
槻
能
す
る
姿

が
所
々
で
見
ら
れ
ま
し

た。

「
教
室
で
も
菊
を
使
っ
て
い
ま
す

が
、
お
店
か
ら
買
う
だ
け
で
は
堕
が

足
り
ず
、
ま
た
、
均
一
の
も
の
が
多

く
て
自
然
の
風
情
が
出
せ
な
い
と
い

う
理
由
で
、
2
年
前
か
ら
庭
で
栽
培

し
始
め
ま
し
た
。
朝
起
き
て
菊
の
前

で
深
呼
吸
を
す
る
と
生
き
て
い
る
っ

て
素
描
ら
し
い
な
と
思
え
て
と
っ
て

も
気
持
ち
が
い
い
ん
で
す
。
生
徒
の

皆
さ
ん
も
庭
で
花
を
楽
し
ん
で
い
ま

す
よ
」
　
と
柴
田
さ
ん
は
語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。
皆
さ
ん
も
花
を
育
て
て
み

ま
せ
ん
か
。
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ilI　的　間　者　片　手　天

相　当　中　藤　山　野　本

爽∴宏　充　実　雄　俊
也　呂　良　加　介　輔

良　辻　谷　放　念　織岩
村　間　口　本　澤　田　谷

太　江

田　戸

車　輪　哺　宏

介　介　美　彰

花　　　　山　柳　占　内　田　佐

川　　　　村野Iii藤　中　藤

態　折　勇

崇　茜　恵　暁　梗　塞

在　所

Iii井

正　美　史

愛　浩　薬　代

森　松　辿

岡

隆　袖∴冷　風

介　大　宗　一

田　鈴　佐　坂

島　木　藤　本

二　葉　竹　河　大　破　足

村　　森　原　江　井　立

理

恵　画　　風　由　慶

子　美　誠　子　樹子　匡

山　万　松　古

本　田　波IiI

隆　美　陽　　か　有　意　愛

之　吾　平　彩　よ　里　子　未

夕

加

増　竹　背　黒　今　　　　　村　柴　幸　石

田　森　原　田　橋　　　　　　上iii　田　松
ン！ゝ：

英　未　恭　性　向　　　　　　加　応　美　朋

美　来　佑　草厚　　　　　雅　一予　和　子

長　立　金　上

谷　原　子　田

IIi

亜　　千　沙

矢　剛　飽　和

加　石　穴

治　松井

千　番

裕　大　詰

河　江　安

原　膝藤

由　　友

佳　瞬　美

こ
の
名
簿
は
、
日
月
1
8
日
現
在
で
遠
賀
町
に
住
所
が
あ
る
人
の
名
簿

で
す
。
名
前
が
載
っ
て
い
な
い
人
、
聞
達
い
が
あ
る
人
は
生
涯
学
習
課

社
会
教
育
係
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
（
順
不
同
、
敬
称
略
）

合
田
開
口

合

同

矢
野
健
太
郎

合
回
書
関
門

橋
出
　
光
史

合
音
回
国

麻
生
　
徳
之

阿
部
真
由
美

今
村
　
新
名

太
田
　
陽
子

田
口
　
　
　
陸

側
　
　
　
和
輝

原
田
亜
希
子

矢
野

義
明

村
上
　
簡
裁

脇
川
一
真
美

隼
田
門
凪

肖
野
　
和
彦

周
良
∴
∴
守

旧
中
　
層
千

林
　
　
　
保
宏

舛
添
　
隆
護

松
井
　
玲
子

き

開

石
塚
　
浩
教

大
神
　
儀
介

加
治
京
　
亮

久
我
　
知
也

栗
田
　
実
記

焼
山
　
智
仁

笑
央

華
南
枚
挙
弥
庸
美
由
子
梨
沙
裕
治

今
井
理
恵
子

竹
川
　
　
　
努

手
先
　
総
智

藤
田
絵
茄
子

松
井
　
美
里

木
下
固
松

西
岡
　
縦
太

三
上
　
拓
也

山
中
真
奈
美

横
田
真
理
子

き
四
四
回

畔
沌
‥
－
美
紀

石
井
　
伸
治

浮
ケ
谷
哲
平

鴨
崎
　
弘
樹

和
　
　
　
史
明

杉
本
奈
洋
美

深
田
伊
都
子

中
下
糸
絹
子

湯
川
　
喬
繊

臓
原
と
も
み

商
杢
　
一
宏

織
井
　
芳
恵

花
田
　
裕
輔

村
井
一
∴
洋
友

川
中
　
英
樹

合
回
申

石
田
　
即
樹

（
言
問
且

石
松
　
眞
一
一

加
膝

有
働
北
嶋

志
保
寛
治
佳
世
憤
士

中
西
　
　
宏

西
村
　
製
糸

秀
峰
　
幸
子

藤
田
　
雄
介

松
崎
富
士
郎

矢
野
　
達
也

立
野
　
行
兵

渡
透
　
　
徹

小
林
恵
美
子

坂
本
　
　
亮

妬
松
　
正
光

高
木
　
千
番

塚
本
　
莫
規

西
田
久
美
子

濱
田
莱
弥
手

兵
頭
部
季
子

松
山
　
美
香

宮
本
　
美
幸

龍
　
千
賀
子

渡
辺
　
　
猛

竹
川
中
野
瀬
峰
藤
田

佐
々
木
啓
太

添
田
　
啓
輔

冨
田
　
明
子

花
麒
　
宏
樹

原
　
麿
利
子

勝
元
誉
士
郎

本
田
　
恭
之

松
野
　
浩
之

山
上
　
幸
恵

m
g
閥
岬
i

井
上
　
離
介

岡
室
　
　
　
守

白
石
　
亮
平

武
谷
　
利
恵

豊
平

℡
田
園
題
闘

阿
宗
翔
太
郎

織
田
　
信
之

柴
田
　
明
広

立
屈
　
　
葬

村
田
　
美
香



安　東　松　永

永　鍋　原　久

山　秀　微　塵

佳　一　尚　悟

山　冨　紫

崎　永　垣

美　和　恵

佳　恵　子

中　竹

下

華　　南　興

隆　隆　徹　康　子

森　峯地　中　武　高
崎　永　村　田

智　恵

彦　太

鮎　智

美　子

渡　山　鹿　徳　田　河　太　出　足　明　市

進　内　瀬重　中　野　出　水　利　口　木

大　秀　正　邦　雑　啓　実　誠　　芳　三

樹　人　相　議　了　輔　沙　治　洋　治　佳

：龍一∴∴∴∴二言 
∴千㌔和国Jlキー 

砦圭王室 
ヽ∴ 
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水　松　畑　泉

町　本　中

尚　由　俊　由

人　衣　輔　佳

松　古　根　秋

本　谷　倉　永

富　真　　裏

子　弥　潤　里

莫　大

大　輔　暢

20　歳　の　祭　典

成　人　式

●と　き●

平成15年1月13日（月）

午前11時～（受付午前10時30分）

●ところ●

遠賀コミュニティーセンター

●問い合わせ●

生涯学習課社会教育係

対象者には、12月中旬にハガ手で案内します。

なお成人甜こは就職や就学のために町内に住所がない人

でも参加できます。参加を講堂する人は、12月20日（金）

までに連絡してください。（家族や知人でもかまいません）

合
音
函
川
口

植
松
　
千
秋

平
田
　
大
輔

松
本
　
　
　
亮

宮
路
　
蓄
己

｛
回
国
関
口

修
一
郎

広

　

∴

巴

赤
司
　
信
邦

稲
井
真
由
美

織
田
芙
美
代

永
井
　
幸
恵

森
　
智
恵
美

吉
富
　
瑞
恵

石
井
　
裕
和

大
瀧
　
真
理

中
村
知
華
子

松
村
　
愛
息

吉
田
奈
津
子

吉
永
　
野
矢

▲
H
S
S
聞
置

安
部
賢
次
郎

小
川
　
毅
彦

木
村
　
宙
藁

柴
田
　
昌
宏

白
石
　
柏
樹

田
中
　
翔
僧

見
附
　
友
美

山
的
由
美
子

分
部
　
弓
子

℡
田
園
日
田

浅
野
　
友
介

小
川
　
裕
介

筋
田
　
達
也

筋
田
　
泉
紀

村
外
　
知
事

太
田
　
雅
俊

川
口
　
篤
志

後
藤
　
温
子

下
地
　
育
英

高
崎
真
理
子

福
田
　
拓
先

村
田
　
治
嗣

芳
村
真
朱
美

合
音
田
圃

き
g
開
園
日

瓜
生
　
裕
之

荒
牧
白
石
筋
田
服
部
矢
永

容
子
友
一勝

志
穂

合
自
国

大
畠
多
　
良
　
　
木
村

塚
本
　
　
剛

森

田

　

一

樹

薬
師
寺
神
志

山
田
　
綾
花

青
森
　
昭
代

き
日
賀
田

添
田
　
康
幸

太
田
　
光
彦

高
島
　
健
次

樗
木
　
健
一

西
村
花
森
子

松
本
　
博
己

村
田
　
里
美

森
井
　
英
日

山
下
　
洋
史

山
田
あ
ゆ
み

秋
吉
奈
保
子

浅
田
　
　
　
徹

石
原
　
寛
子

大
賀
　
　
拓

屯
田
　
　
航

佐
藤
　
弘
信

時
枝
　
綾
香

西
田
　
佳
恵

福
村
　
仁
志

渡
辺
紗
弥
香

赤
羽
雷
名
子

賀
田
閣
甲

大
山
久
美
子
　
　
完
両

小
林
　
琴
絵
　
　
小
松

貞
未
　
真
布
∴
∴
∴
放
水

三
重
野
拓
也

合
音
田
圃

江
頭
　
郁
美

河
原
　
謹
白

水
田
　
　
　
恵

上
田
　
史
織

佐
藤
　
沙
織

和
田
ま
す
み
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髪重要要0 �●”＋， 

胃
館
で
、
8
チ
ー
ム
・
1
4
0
人
が
参

加
し
て
少
年
空
手
道
大
会
が
行
な
わ
れ

ま
し
た
。
速
讃
町
の
絆
柴
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
団
体
戦

優
　
勝
　
遠
鎖
町
空
手
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

●
個
人
戦

幼

賀
少
年
剣
道
大
会
　
■

9
月
2
2
日
　
（
日
）
　
に
遠
賀
勤
労
者

体
育
セ
ン
タ
ー
で
、
8
チ
ー
ム
・
1
8
0

人
が
参
加
し
て
少
年
剣
道
大
会
が
行
な

わ
れ
ま
し
た
。

遠
賀
町
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
団
体
戦

小
学
生
女
子
　
優
　
勝

［

少
年
柔
道
大
会

遠
賀
剣
道
教
室
A

中
学
生
女
子
　
寮
三
位

遠
賀
剣
道
教
室
B
　
　
大
平
ち
ぎ
と

中
野
出
加
里

島
屋
　
由
依

●
個
人
戦

中
学
生
男
子
　
優
　
勝
　
大
神
　
昂

小
鳩
弄
工
女
子
　
茎
一
一
位
　
毛
利
　
翔
子

日
月
1
0
日
　
（
日
）
　
に
遠
賀
南
中
学
校

武
道
場
で
、
5
チ
ー
ム
・
1
8
0
人
が

参
加
し
て
少
年
柔
道
大
会
が
行
な
わ
れ

ま
し
た
。
遠
賀
町
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
団
体
戦

準
優
勝
　
遠
賀
ク
ラ
ブ
A

第
三
償
　
還
質
ク
ラ
ブ
B

●
個
人
戦

少
年
空
手
道
大
会

］

小
学
1
年

小
学
2
年

小
学
4
年

日
月
2
日
　
（
土
）
　
に
浅
木
小
学
校
体

私
は
日
本
に
来
て
以
来
、
毎
朝
、

納
豆
・
味
噌
汁
・
梅
干
の
朝
食
を
欠

か
さ
な
い
。
時
に
は
こ
れ
に
ち
り
め

ん
じ
ゃ
こ
や
大
根
お
ろ
し
が
加
わ
る
。

ホ
テ
ル
に
泊
ま
る
時
も
朝
は
必
ず
和

定
食
を
食
べ
る
。

が
、
信
じ
ら
れ
な
い
こ
と
に
私
の
、

5
人
い
る
日
本
人
の
家
族
は
納
豆
ど

こ
ろ
か
梅
干
も
食
べ
な
い
。
子
供
た

ち
は
パ
ン
ケ
ー
キ
に
フ
ル
ー
ツ
、
と

言
っ
た
ア
メ
リ
カ
ン
プ
レ
ッ
ク
フ
ァ
ー

ス
ト
、
激
辛
の
要
は
キ
ム
チ
と
韓
国

の
り
で
コ
リ
ア
ン
ス
タ
イ
ル
、
護
父

は
ク
ロ
ワ
ッ
サ
ン
に
カ
フ
ェ
オ
レ
で

フ
ラ
ン
ス
風
、
み
ん
な
の
余
り
物
を

た
い
ら
げ
る
護
母
は
無
国
籍
で
あ
る
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、
シ
リ
ア

ル
に
バ
ナ
ナ
を
の
せ
、
ミ
ル
ク
を
か

け
る
と
い
っ
た
朝
食
が
大
変
ポ
ピ
ユ

ラ
ー
で
、
一
緒
に
新
鮮
な
フ
ル
ー
ツ

ジ
ュ
ー
ス
も
た
く
さ
ん
飲
む
。
ル
ー

マ
ニ
ア
は
と
い
う
と
、
焼
き
た
で
パ

ン
に
羊
の
チ
ー
ズ
、
オ
リ
ー
ブ
、
夏

に
は
必
ず
ト
マ
ト
が
あ
る
が
、
ほ
ぼ

一
年
中
同
じ
物
を
食
べ
て
い
る
。

ル
ー
マ
ニ
ア
人
が
納
豆
で
朝
ご
ほ

ん
を
食
べ
た
り
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

人
が
朝
か
ら
ご
飯
を
炊
い
て
キ
ム
チ

を
食
べ
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

そ
う
い
う
選
球
で
は
、
日
本
人
は

食
べ
物
に
対
し
て
大
変
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
何
の

バ
リ
ア
ー
も
無
く
、
好
奇
心
旺
盛
で
、

寛
容
だ
。
こ
の
間
、
知
人
が
作
っ
て
く
れ
た

ユ
ズ
を
か
け
た
味
噌
汁
の
鍋
が
美
味

し
か
っ
た
こ
と
。
（
私
も
食
べ
物
で
は

国
籍
を
移
し
た
方
が
よ
さ
そ
う
だ
。
）
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回国回国回国田圃
映画上映会
●と　き12月15日（日）　午後2時30分～5時

●ところ　多目的室

●上映作品

『ハリーボックーと賢者の石』（日本語訳替版）

魔法のほうきに乗ってファンタジーの世界に飛び立とう。

絵本の読み聞かせ
●と　き12月14日、21日

（毎週土曜日）　午後2時30分～

●ところ　お話の部屋

ウッディ君からの

回国回国固
◆一般書
『静かな黄昏の国』　篠田　節子善

森や自然に囲まれた終身介護施設
での夫婦の話しを含む8篇の作品集。

『異形の将軍』（上・下）津本　曝書

戦後の焦土に忽然と出現した革
命的政治家角栄の生涯を描く評伝。

『ダーク』　桐野　夏生善

壮大なるミロの物語。

『聖家族のランチ』　林　真理子著
エリート銀行員一家におこる事

件を通した長編小説。

◆児童書
『おてつたいねこのクリスマス』
竹下　文子作　鈴木　まもる絵
クリスマス・イブにケーキ屋さんで

お手伝いするしましまねこのおはなし。

『リュックのおしごと』
いちかわ　なつこ作・絵
パン屋の1日の始まりの活気が

いきいきと伝わる絵本。

貸出席数か30万筋を突破したよ！
平成13年7月1日の開館以来、約半年のベースで10万冊ずつ増えていた貸出同数

が、11月19日に30万冊になったんだ。記念すべき30万冊目を借りたのは、上別府に

住んでいる古吉絹代さんで、突然の花束出現にピックリ。年間で30冊くらい借りて

いて、中でも田辺聖子さんの著書や編み物の本がお気に入りなんたって。

9∽

肺
炎
は
、
が
ん
・
心
臓
病
　
脳
卒
中

に
次
い
で
死
亡
原
因
の
4
位
と
な
っ
て

い
ま
す
。
特
に
高
齢
者
の
死
亡
は
増
加

し
て
い
ま
す
。

肺
炎
と
は
、
呼
吸
気
の
交
換
を
し
て

い
る
肺
胞
や
そ
の
周
囲
に
細
菌
な
ど
の

病
原
体
が
感
染
し
、
炎
症
が
起
き
た
も

の
で
す
。
早
め
に
治
療
を
す
れ
ば
1
週

間
ほ
ど
で
治
る
病
気
で
す
が
、
対
応
が

遅
れ
て
広
い
範
囲
に
炎
症
が
起
き
る
と

命
に
か
か
わ
り
ま
す
。

○
症
　
状

◆
風
邪
に
良
く
似
て
い
ま
す
。

①
3
8
℃
以
上
の
高
熱

②
脹
れ
な
い
ほ
ど
の
激
し
い
咳
や
疫

の
が
ら
ん
だ
咳

③
黄
色
い
膿
の
よ
う
な
疫
が
出
る

④
呼
吸
が
浅
く
、
速
い

⑤
脈
が
速
い

⑥
顔
色
が
悪
い

こ
の
よ
う
な
病
状
が
あ
る
場
合
は
、

す
ぐ
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
高
齢
者
は
熱
が
上
が
ら
な
い
、

咳
も
出
な
い
な
ど
は
っ
き
り
し
た
症
状

が
現
れ
な
い
こ
と
が
多
く
、
放
証
す
る

と
重
症
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
食

欲
が
な
い
と
き
や
元
気
が
な
い
と
き
は

呼
吸
や
脈
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

○
予
　
防

ま
ず
第
一
に
、
肺
炎
の
引
き
金
に
な

る
風
邪
を
予
防
す
る
こ
と
で
す
。

①
手
洗
い
を
す
る

②
う
が
い
を
す
る

③
人
ご
み
を
避
け
る

④
マ
ス
ク
を
す
る

○
注
　
意

◆
高
齢
者
に
多
い
誤
燕
性
肺
炎

誤
燕
と
は
、
食
べ
物
を
飲
み
込
ん
だ

時
に
間
遜
っ
て
気
管
に
入
る
こ
と
で
、

そ
れ
が
続
く
と
食
べ
物
の
ガ
ス
が
た
ま

り
、
細
菌
が
増
え
て
し
ま
い
ま
す
。
食

事
中
に
む
せ
た
り
、
咳
こ
ん
だ
り
す
る

こ
と
が
多
い
の
は
、
飲
食
物
の
飲
み
こ

み
が
悪
く
な
っ
て
い
る
証
拠
で
す
。

食
べ
物
に
と
ろ
み
を
つ
け
、
上
体
を

起
こ
し
て
食
事
を
す
る
こ
と
で
誤
燕
を

予
防
し
、
口
の
中
を
清
潔
に
し
て
細
菌

を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
健
康
対
策
係

忍
　
び
　
よ
　
る
　
肺
　
炎
　
に
　
注
　
意
－
”

蘭
胤
腰
㊦
V
辞
典
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役場　℡293－1234

励DPL燐ク
◇中央公民鍵
水墨画
12月27日まで

◇ふれあいの璽

012月28日まで　　○

製造事業所の皆様へ

統計調査にご協力ください

工業統計調喬を12月3ILi現

在で行ないます。調査員がお伺

いしますので、ご協力をお願い

します。

※記入囚容の秘密は厳守されます

●と　き

12月中旬～平成15年1月下旬

●問い合わせ　企l輔課企面調整係

lm10

寸　二重＼三密

く

ら

し

1
歳
半
健
康
診
査

●
と
き
　
1
2
月
1
9
日
（
木
）

▽
前
半
蔓
付
］
午
後
1
時
～
1
時
1
0
分

▽
後
半琶午
後
1
時
0
0
分
～
1
時
4
0
分

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館

●
対
象
∴
平
成
は
年
4
月
か
ら
6
月
ま

で
に
生
ま
れ
た
幼
児

●
持
っ
て
く
る
も
の
　
母
子
健
康
手
帳
、

健
診
票
　
（
対
象
者
に
送
付
し
ま
す
）

●
内
容
身
体
測
定
、
小
児
科
慄
・
歯
科
医
に

よ
る
診
察
、
保
健
師
・
栄
餐
士
・
掬

科
衛
生
士
に
よ
る
健
康
和
談

●
費
用
　
無
料

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
健
康
対
策
係

す
く
す
く
（
乳
児
）
相
談

●
と
き
　
1
2
月
1
7
日
（
火
）

［
受
付
］
午
前
9
時
釦
分
～
1
0
時
5
0
分

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館

●
対
象
　
生
後
3
か
月
か
ら
1
2
か
月
ま

で
の
乳
児

●
内
容
体
重
、
身
長
計
測
、
保
健
面
に
よ
る

鰹
康
相
談
、
栄
義
士
に
よ
る
離
乳
食

相
談
な
ど

●
持
っ
て
く
る
も
の

増
子
健
康
手
帳
、
バ
ス
タ
オ
ル

●
費
用
　
無
料

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
触
康
対
策
係

心
と
体
の
健
康
相
談

●
と
き
　
1
2
月
1
8
］
　
（
水
）

午
後
1
時
5
0
分
～
3
時

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館

●
対
象
∴
遠
両
町
に
住
ん
で
い
る
人

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
健
康
対
策
係

一

－

i

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

－

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

i

く

く

－

」

悠
遊
ひ
る
は

（
運
動
教
室
）

●
と
き
　
1
2
月
1
8
日
　
（
水
）

午
前
1
0
時
～
日
時
3
0
分

［
受
付
］
午
前
9
時
0
0
分
～
1
0
時

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
武
道
場

（
遠
質
町
中
央
公
民
館
横
〉

●
内
容
　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
タ
ン
ス

●
持
っ
て
く
る
も
の

運
動
で
き
る
服
装
、
上
靴
、
タ
オ
ル
、

水
筒

●
費
用
　
無
料

●
問
い
合
わ
せ
　
棚
祖
課
健
康
対
策
係

学
生
ク
リ
ス
マ
ス
献
血
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

そ
の
勇
気
が
誰
か
の
笑
顔
へ

●
と
き
　
1
2
月
2
3
日
（
祝
）

午
前
1
0
時
～
午
後
4
時

●
と
こ
ろ
　
シ
ョ
ツ
パ
ー
ズ
モ
ー
ル
な
か
ま

（
中
間
市
中
間
）

●
種
類
　
4
0
0
融
献
血
、
成
分
献
血

●
内
容
　
献
血
、
ハ
ン
ド
ベ
ル
演
奏
な
ど

●
問
い
合
わ
せ

北
九
州
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

℡
0
9
3
　
（
6
3
1
）
　
1
2
1
1

「

i

1

　

　

　

－

　

　

　

i

i

i

 

i

i

i

i

　

　

／

／

。

。

／

／

　

」

ご
存
知
で
す
か
？

医
薬
品
副
作
用
聾
幕
藩
制
度

探
薬
品
で
の
副
作
用
被
書
を
救
う
公

的
制
度
を
解
説
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・

請
求
用
紙
を
無
料
で
送
付
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

医
薬
品
副
作
用
被
背
救
済
・
研
究
振

興
調
査
機
椰

℡
　
¢
3
（
3
5
0
6
）
9
4
1
1

「
砂
浜
の
実
縄
展
と
〇
〇
三
を

み
な
さ
ん
の
手
で
造
っ
て
み
ま
せ
ん
か

米
華
8
月
未
の
開
催
に
向
け
て
　
「
砂

浜
の
美
術
展
」
　
を
企
画
す
る
企
画
運
営

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

経
験
が
な
く
て
も
慈
欲
の
あ
る
人
な
ら

誹
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
あ
な
た
の
ア

イ
デ
ア
を
現
実
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
内
容
　
「
砂
浜
の
美
術
展
」
　
の
企
画

立
案
お
よ
び
実
施

●
締
め
切
り
　
平
成
1
5
年
1
月
1
0
日
（
余
）

●
申
し
込
み
　
芦
屋
町
役
場
産
業
観
光
課

℡
　
（
2
2
3
）
　
0
8
8
1



鎚駁
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仰科・小児科l診療します

12月31日（火）～1月3日（金）

遠賀・中間休日急病センター
℡093（201）9999

水巻町下二西2丁目1番25号

（JR水巻駅から商へ徒歩3分、医師会館西側）

●診療時間　午前9時～午後5時

※但し1月1日（水）は正午から午後5時まで

I歯医者さんI診度します

12月29日（日）

岡垣町　守谷歯科医院

12月30日（月）

中間市　族生歯科医院

12月31日（火）

水巻町　はるおか歯科医院

1月1日（水）

遠賀町　未森歯科医院

1月2日（木）

中間市　桃園歯科医院

1月3日（金）

水巻町　ひだか歯科医院

℡（282）5051

℡（245）0420

℡（201）2255

℡（293）4448

℡（245）0205

℡（201）5200

●診療時間　午前10時～午後5時

※事前に各病院へ電話でお問い合わせください

臆持ってくるもの
▽被保険者証

（老人医旗、高齢者医療、乳幼児医療、母子医療、

障害者医療、その他の医療証を受けている人は、

被保険者証と医療証）

▽生活保護を受けている人は、診療依頼書

11の）

［し尿倣集］休みます

12月29日（日）～1月3日（金）

▽臨時収集の申し込み12月19日（木）まで

［ゴミ収集I休みます
1月1日（水）～1月3日（金）

▽12月31日（火）の可燃ゴミは適意どおり収集します

▽清掃センターへの自己搬入は、12月30日（月）まで

［受付］午前8時30分～11時30分

※犬・猫等小動物の死体受入れは

午前8時30分～10時30分

伯声大害の捕獲l休みます
12月21日（土）～1月5日（日）

※緊急の場合を除く

伏・猫の引取り］休めます
12月27日（金）～1月5日（日）

●問い合わせ　住民課環境衛生係

遠
賀
町
緑
づ
く
り
推
進
協
議
会
で
は
、
緑

の
保
全
、
な
か
で
も
海
岸
の
松
林
保
護
の
た

め
　
「
門
松
カ
ー
ド
」
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

●
価
格
　
0
0
円
（
2
枚
1
組
）

●
期
間
　
1
2
月
2
5
日
（
水
）
　
ま
で

●
と
こ
ろ
・
問
い
合
わ
せ

産
業
課
農
政
商
工
係

お
正
月
の
準
備
は
で
き
ま
し
た
か

門
松
カ
ー
ド
の
販
売

一　　　　　　
　）

危
険
物
取
扱
書
試
験

●
と
き
平
成
1
5
年
2
月
2
3
日
（
日
）

午
前
1
0
時
～

●
と
こ
ろ
　
九
州
共
立
大
学

（
北
九
州
市
八
幡
西
区
自
由
ケ
丘
）

●
願
書
受
付
期
間

1
2
月
1
7
日
　
（
火
）
　
～

平
成
1
5
年
1
月
1
4
日
　
（
火
）

※
郵
送
受
付
は
平
成
1
5
年
1
月
1
4
日
の

消
印
ま
で

●
そ
の
他
　
危
険
物
準
備
講
習
会
は
開

催
し
ま
せ
ん

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
福
岡
県
支
部

〒
八
一
二
i
〇
〇
五
四

福
岡
市
東
区
馬
出
4
丁
目
1
0
番
1
号

℡
0
9
2
　
（
6
4
1
）
　
7
1
9
9



○＼－＿＿＿鳳、鍵の／、（縁鰹蒸篭耳○ 
最近、町内の公園・道路・田畑などで無責任な飼主のため、犬のフンで汚され 

ており、飼い主に関する苦情が多発しています。 

「他人に迷惑をかけない」ということは犬を飼ううえで大切なモラルです。散　l 

歩中、犬がしたフンは、必ず飼い主自らその場で拾って持ち帰りましょう。後始 

末は飼主の責任です。 

福岡県動物の愛謹及び管理に関する条例（下記：福岡県動愛条例）でも、飼い 

器諾…器驚喜こ義務付けられひます〇　　　　　　㌔ 

◇簡単なフンの始末のしかた◇ 

HappyBirthday　ぉたんじょうぴおめでとう

駿
靂醸蔀国嫌に頴渦賜
晦鯨職駄鮪凝翻艇嬢の

Happy

Birthday

募　集
このコーナーで

は、誕生日を迎える
3域までのお子さん

を募集しています。
掲載を希望する人は
広報発行日の25日

前までに企画課企画
調整係に遵鮪してく
ださい。

漢お詫びと訂正鵜
、広報おんが11月25日

号折込のカレンダーに

誤りがありました。お

詫びして訂正します。

S町民カレンダー12月

16日（月）の桐

誤　網掛け

正　網掛けなし（平日）

発行福岡県遠賀郡遠賀町大字今古賀513番地遠賀町役場企画課（℡093－293－1234）印刷コロニー印刷　の12

間
脳
国
語

工
事
責
任
技
術
者
の
登
録
申
請

遠
賀
町
下
水
道
排
水
設
備
工
事
費
任

技
術
者
登
録
の
申
請
受
付
に
先
立
ち
、

申
請
書
の
配
布
を
行
な
い
ま
す
。

●
と
き［申

釜
翌
日
配
布
］

平
成
1
5
年
1
月
6
日
　
（
月
）
　
か
ら

［
受
付
］

平
成
1
5
年
1
月
1
4
日
　
（
火
）
　
～

1
月
2
7
日
（
月
）

（
土
曜
・
日
曜
日
は
除
く
）

午
前
8
時
0
0
分
～
午
後
5
時
ま
で

（
正
午
～
午
後
1
時
は
除
く
）

●
と
こ
ろ
・
問
い
合
わ
せ

下
水
通
謀

指
定
工
事
店
の
登
録
申
請

遠
賀
川
下
流
流
域
関
連
公
共
下
水
道

の
供
用
開
始
予
定
に
伴
い
、
遠
賀
町
下

水
道
排
水
設
備
指
定
工
事
店
登
録
申
請

の
受
付
を
行
な
い
ま
す
。

●
と
き［申

藷
糞
白
配
布
］

平
成
1
5
年
2
月
1
7
日
　
（
月
）
　
か
ら

［
受
付
］

平
成
1
5
年
2
月
2
4
日
（
月
）

～
3
月
7
日
（
金
）

（
土
曜
・
日
曜
日
は
除
く
）

午
前
8
時
0
0
分
～
午
後
5
時
ま
で

（
正
午
～
午
後
1
時
は
除
く
）

●
と
こ
ろ
ー
問
い
合
わ
せ

下
水
通
謀

明
る
く
、
楽
し
い
新
年
を
迎
え

る
た
め
、
火
災
は
絶
対
に
避
け
た

い
も
の
で
す
。
遠
賀
町
消
防
団
で

は
、
今
年
も
年
末
特
別
警
戒
を
行

い
、
火
災
予
防
の
呼
び
か
け
巡
回

を
行
い
ま
す
の
で
ご
協
力
お
願
い

し
ま
す
。
お
休
み
前
は
、
火
の
元
、
戸
締

り
の
点
検
を
お
忘
れ
な
い
よ
う
心

か
け
ま
し
ょ
う
。

●
と
き

1
2
月
2
6
日
（
木
）
～
1
2
月
0
0
日
（
月
）

午
後
8
時
～

●
と
こ
ろ
　
町
内
全
域

●
問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
庶
務
係


